
平成１７年（２００５年）１０月３０日市　議　会　だ　よ　りこだいら７

一般質問

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

�
市
内

の
失
業
者
数
と
失
業
率
は
。
ま
た
、

若
年
者
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

�
こ
だ
い
ら
就
職
情
報
室
の
利
用

状
況
と
就
職
者
数
は
。

　

�
就
職
情
報
室
を
市
役
所
内
に
移

設
し
て
利
用
を
促
進
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
雇
用
促
進
策
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

� 
ニ 
ー
ト
の
実
態
と
対
策
は
。

※

市
長　

�
具
体
的
な
数
字
等
は
把
握

し
て
い
な
い
。若
年
者
に
つ
い
て
は
、

就
業
形
態
や
就
業
意
識
の
変
化
も
あ

り
、
フ
リ
ー
タ
ー
が
生
じ
や
す
い
環

境
に
な
っ
て
い
る
。

　

�
平
成　

年　

月
か
ら
本
年
７
月

１５

１２

ま
で
の
相
談
人
数
は
５
千
７
百　

人
、

６５

就
職
人
数
は　

人
と
の
こ
と
で
あ
る
。

８４２

　

�
市
役
所
に
は
情
報
室
を
移
設
す

る
適
切
な
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
。
市
の

レ
ベ
ル
で
で
き
る
雇
用
促
進
策
は
限

ら
れ
て
い
る
が
、
情
報
室
の
一
層
の

利
便
性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
情

報
提
供
の
場
を
充
実
し
た
い
。

　

�
実
態
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

市
民
・
若
者
の
雇
用
促
進
に

一
層
の
努
力
を

社
会
全
体
の
課
題
な
の
で
、
国
の
対

策
等
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

※
ニ
ー
ト
と
は

　

就
職
も
就
学
も
し
て
お
ら
ず
、
就

職
に
向
け
た
活
動
を
し
て
い
な
い
若

者
の
こ
と
。

 
桜
田　

誠
議
員
（
公
明
）　

�
市
の

都
市
農
業
基
本
構
想
の
見
直
し
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

　

�
練
馬
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る
農

業
体
験
農
園
に
つ
い
て
の
感
想
は
。

市
で
実
施
す
る
考
え
は
。

　

�
農
地
と
隣
接
し
た
住
宅
地
と
の

間
で
生
じ
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
等
の
内

容
と
市
の
対
応
は
。

市
長　

�
市
民
の
豊
か
な
食
生
活
と

農
の
あ
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
現
在
の
目
標
を
踏
ま
え
、
市
民
、

農
業
者
、
農
業
関
係
団
体
及
び
市
が

一
体
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
に

農
業
を
積
極
的
に
位
置
づ
け
て
い
く

た
め
の
施
策
を
検
討
す
る
。

　

�
農
地
が
保
全
さ
れ
る
と
と
も
に
、

市
民
と
農
業
者
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

に
な
っ
て
い
る
。
都
市
農
業
へ
の
理

小

平

市

の

都
市
農
業
の
育
成

解
を
深
め
る
た
め
の
有
効
な
農
業
経

営
方
法
と
認
識
し
て
お
り
、
市
と
し

て
も
開
設
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

　

�
焼
却
に
よ
る
悪
臭
や
煙
害
の
苦

情
が
多
い
が
、
職
員
が
現
場
に
出
向

き
、
状
況
を
確
認
し
た
上
で
消
火
し

て
も
ら
う
な
ど
、
適
切
な
対
応
を
す

る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

 
苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）　

�
ご
み

減
量
の
目
標
値
に
対
す
る
実
績
値
を

ど
う
評
価
す
る
か
。

　

�
事
業
系
ご
み
の
排
出
量
に
つ
い

て
の
評
価
は
。

　

�
生
ご
み
の
資
源
化
方
法
は
。

　

�
環
境
省
等
が
出
し
た
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
の
見
直
し
に
つ
い
て

の
、中
間
ま
と
め
に
対
す
る
評
価
は
。

市
長　

�
ご
み
処
理
基
本
計
画
の
目

標
年
度
で
あ
る
平
成　

年
度
の 
排 
出

※

２４

物
原
単
位
目
標
値
、
１
人
１
日　

グ
８５０

ラ
ム
以
下
に
対
し
て
、
平
成　

年
度

１６

の
実
績
は
１
人
１
日
約　

グ
ラ
ム
で
、

８６８

順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
評
価
す
る
。

　

�
特
に
事
業
系
単
独
で
の
排
出
量

目
標
値
は
設
定
し
て
い
な
い
が
、
拠

点
を
絞
っ
て
指
導
し
て
い
る
。

　

�
市
役
所
や
市
内
小
学
校
等
で
回

収
さ
れ
た
生
ご
み
一
次
処
理
物
を
肥

料
会
社
が
回
収
・
製
品
化
し
、
販
売

ご
み
減
量
は
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
か

し
て
い
る
。

　

�
分
別
収
集
か
ら
再
商
品
化
ま
で

を
事
業
者
の
役
割
と
す
る
、
拡
大
生

産
者
責
任
の
徹
底
と
い
う
提
案
を
反

映
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
処
理

の
効
率
化
な
ど
、
市
や
市
民
側
の
問

題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

※
排
出
物
原
単
位
と
は

　

市
が
関
与
す
る
廃
棄
物
の
総
量
を

市
民
１
人
１
日
当
た
り
の
量
に
換
算

し
た
も
の
の
こ
と
。
発
生
抑
制
や
民

間
ル
ー
ト
で
再
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
減
少
す
る
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）　

�
市
の

事
務
事
業
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
値
の
達
成
状

況
は
。

　

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

�
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

温
暖
化
防
止
の
た
め
に

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を

　

�
太
陽
光
発
電
助
成
制
度
を
新
設

で
き
な
い
か
。

市
長　

�
小
平
市
環
境
基
本
計
画
の

基
本
的
施
策
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
た

エ
コ
ダ
イ
ラ
・
オ
フ
ィ
ス
計
画
で
は
、

平
成　

年
度
ま
で
に
平
成　

年
度
を

１８

１２

基
準
年
度
と
し
て
６
％
削
減
を
目
標

と
し
て
い
る
が
、
平
成　

年
度
は
基

１６

準
年
度
比
で
５
・
３
％
の
増
で
あ
る
。

　

�
今
後
、
市
民
、
事
業
者
、
市
の

３
者
で
連
絡
会
等
を
立
ち
上
げ
、
平

成　

年
度
を
目
標
と
し
て
策
定
に
取

２０
り
組
ん
で
い
く
。

　

�
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
の
中
で
、
太
陽
光
発
電
、
太
陽

熱
利
用
、
風
力
発
電
な
ど
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

の
導
入
を
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。

　

�
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
中
で
の

課
題
と
し
た
い
。

 
斉
藤　

進
議
員
（
フ
ォ
）　

�
緊
急

調
査
を
し
た
施
設
は
。

　

�
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
建
材
が
使

用
さ
れ
て
い
る
小
・
中
学
校
は
あ
る

か
。
含
有
量
１
％
以
下
の
施
設
も
含

め
て
、
す
べ
て
を
取
り
除
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
対
象
施
設
は
。

　

�
以
前
、
水
道
管
の
主
流
で
あ
っ

た
ア
ス
ベ
ス
ト
管
は
ま
だ
残
っ
て
い

る
か
。

市
長　

�
平
成
８
年
以
前
に
竣
工
し
、

ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
可
能
性
が
あ
る

材
料
を
使
用
し
て
い
る
施
設
で
あ
る
。

　

�
第
一
小
学
校
、
第
二
小
学
校
な

ど
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調

査
で
は
１
％
を
超
え
る
も
の
が
対
象

の
た
め
、施
設
の
特
定
は
で
き
な
い
。

　

�
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
は
積
極
的
に

取
り
か
え
工
事
を
行
っ
て
い
る
が
、

平
成　

年
度
末
で
給
水
管
は
２
千
３

１６

百　

�
、
配
水
管
は　

�
残
っ
て
い

４３

３１５

る
。

 
鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）　

�
昭

和
六
十
二
、
三
年
の
国
の
通
達
で
、

ア
ス
ベ
ス
ト
は
適
切
に
処
理
し
た
と

の
こ
と
だ
が
対
象
施
設
は
。

　

�
昭
和　

年
度
ま
で
に
竣
工
し
た

６０

市
の
公
共
施
設
に
お
け
る

ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
実
態
を
問
う

小
平
市
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

施
設
を
本
年
７
月
に
調
査
し
た
が
、

そ
の
結
果
は
。
ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト

含
有
量
１
％
以
上
の
場
合
の
対
策
は
。

　

�
ア
ス
ベ
ス
ト
に
対
す
る
正
し
い

認
識
を
、市
民
に
ど
う
啓
発
す
る
か
。

市
長　

�
第
一
小
学
校
、
第
二
小
学

校
、仲
町
図
書
館
等
７
施
設
で
あ
る
。

　

�
福
祉
会
館
、
庁
舎
等
に
１
％
を

超
え
る
ア
ス
ベ
ス
ト
が
確
認
さ
れ
た
。

福
祉
会
館
等
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有

量
が
多
い
た
め
除
去
す
る
。
庁
舎
階

段
等
は
含
有
量
が
少
な
く
安
定
し
て

い
る
の
で
、
室
内
空
気
を
測
定
し
今

後
の
対
応
を
考
え
る
。

　

�
国
や
都
を
参
考
に
市
独
自
の
Ｑ

＆
Ａ
を
作
成
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
Ｑ
＆
Ａ
を
掲
載
し
て
、
市
民
相

談
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

 
華
表　

暁
議
員
（
共
産
）　

�
公
民

館
、
図
書
館
な
ど
に
お
け
る
実
態
調

査
の
結
果
は
。

　

�
小
・
中
学
校
の
校
舎
内
、
体
育

館
な
ど
の
実
態
調
査
の
結
果
は
。

　

�
何
ら
か
の
因
果
関
係
が
確
認
さ

れ
た
場
合
の
対
応
は
。

市
長　

�
本
年
７
月
の
文
部
科
学
省

の
通
知
に
基
づ
き
、
平
成
８
年
度
以

前
に
完
成
し
た
施
設
を
対
象
に
、
ア

ス
ベ
ス
ト
を
含
有
し
、
飛
散
の
可
能

性
が
あ
る
材
料
の
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
８
施
設
の
う
ち
、
福
祉

国
民
的
課
題
で
あ
る

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
は
十
分
か

会
館
の
天
井
に
３
％
か
ら
６
％
、
上

宿
公
民
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
機
械
室
の

天
井
等
に
５
％
、
庁
舎
階
段
の
段
裏

に
１
・
４
％
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま

れ
て
い
た
。

　

�
５
施
設
の
う
ち
、
第
一
小
学
校

機
械
室
の
天
井
に　

％
、
第
二
小
学

４５

校
機
械
室
の
天
井
に　

％
、
第
十
小

４１

学
校
多
目
的
室
の
天
井
に
１
・
１
％

含
ま
れ
て
い
た
。

　

�
今
ま
で
因
果
関
係
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
が
、
今
後
因
果
関
係
が
確

認
さ
れ
た
場
合
は
、
市
民
の
健
康
被

害
に
対
す
る
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

速
や
か
に
関
係
各
課
と
調
整
を
図
る

と
と
も
に
、
多
摩
小
平
保
健
所
等
と

連
携
を
進
め
て
い
く
。

 
高
橋　

勇
議
員
（
民
リ
）　

�
ア
ス

ベ
ス
ト
と
は
ど
う
い
う
物
質
か
。

　

� 
中
皮
腫 
と
い
う
病
気
の
原
因
と

ち
ゅ
う
ひ
し
ゅ

さ
れ
て
い
る
が
、
因
果
関
係
は
。

　

�
昭
和　

年
ご
ろ
社
会
問
題
と
な

６２

り
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
聞
く

が
、
今
回
の
調
査
で
は
対
象
等
に
変

化
が
あ
っ
た
の
か
。

市
長　

�
溶
岩
が
冷
え
て
固
ま
る
う

ち
に
結
晶
が
細
長
く
成
長
し
て
繊
維

状
に
な
っ
た
鉱
物
で
、
耐
熱
性
、
耐

薬
品
性
等
の
特
性
が
あ
る
。

市
の
公
共
施
設
の

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

　

� 
中
皮
腫 
の
発
症
に
は
ア
ス
ベ
ス

ち
ゅ
う
ひ
し
ゅ

ト
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

�
前
回
は
、
昭
和　

年
度
以
前
、

５１

今
回
は
平
成
８
年
度
以
前
に
完
成
し

た
建
物
が
対
象
で
あ
る
。
前
回
は
第

一
小
学
校
、
仲
町
図
書
館
等
の
７
施

設
で
ア
ス
ベ
ス
ト
を
確
認
し
除
去
し

た
。
今
回
は
福
祉
会
館
、
庁
舎
階
段

等
の
６
施
設
で
１
％
を
超
え
る
ア
ス

ベ
ス
ト
を
確
認
し
た
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

�
競

技
場
の
改
修
工
事
と
西
側
フ
ェ
ン
ス

の
設
置
費
用
は
。

　

�
競
技
場
改
修
後
、
公
式
競
技
は

開
催
さ
れ
た
か
。

　

�
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
内
等
を
利
用
し
て
い
る
人
数
は
。

　

�
市
民
が
自
発
的
に
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
集
う
こ
と
を
ど
う
評
価
し

て
い
る
か
。

　

�
ラ
ジ
オ
体
操
中
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
上
で
転
倒
し
、
け
が
を
し
た
人

が
い
る
が
、市
は
把
握
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

�
競
技
場
四
種
公
認
取
得

に
か
か
る
改
修
工
事
の
費
用
は
約
１

千
６
百　

万
円
で
、
フ
ェ
ン
ス
の
設

１４

置
費
用
は
約　

万
円
で
あ
る
。

４０

　

�
平
成　

年
８
月
に
、
東
京
都
市

１６

再
び
、中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

市
民
が
使
い
や
す
い
も
の
に

町
村
総
合
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

�
約　

人
で
あ
る
。

１５０

　

�
健
康
の
増
進
や
地
域
交
流
に
も

効
果
が
あ
り
、
市
民
が
自
発
的
に
継

続
し
て
行
う
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ

と
と
考
え
る
。

　

�
こ
と
し
の
初
め
に
転
倒
し
た
人

は
い
る
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
滑
っ

た
の
で
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

 
原　

邦
彦
議
員
（
公
明
）　

�
次
期

長
期
総
合
計
画
の
中
で
、
仲
町
公
民

館
の
建
て
か
え
を
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

　

�
建
て
か
え
に
つ
い
て
は
、
図
書

館
と
の
一
体
的
な
建
築
計
画
が
検
討

さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
計
画
年

度
を
で
き
る
だ
け
早
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　

�
土
地
の
確
保
に
つ
い
て
も
、
検

討
を
進
め
て
い
る
の
か
。

市
長　

�
老
朽
化
し
て
い
る
仲
町
図

書
館
の
建
て
か
え
と
と
も
に
、
現
在

新
し
い
基
本
構
想
と
並
行
し
て
策
定

中
の
前
期
基
本
計
画
の
中
で
対
応
が

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
な
お
、
実
施
時

期
や
事
業
費
等
に
つ
い
て
は
実
施
計

画
で
示
す
こ
と
に
な
る
。

　

�
平
成　

年
度
か
ら
検
討
に
入
る

１８

予
定
で
あ
る
。

　

�
新
た
な
土
地
の
確
保
は
考
え
て

い
な
い
。
公
民
館
と
図
書
館
の
２
つ

の
施
設
・
機
能
を
現
在
の
ど
ち
ら
か

の
敷
地
に
一
体
化
し
、
利
便
性
や
機

能
を
高
め
る
。
ま
た
、
他
方
の
用
地

を
民
間
等
に
売
却
し
、
そ
れ
を
財
源

の
一
部
に
充
て
る
と
い
う
考
え
を
基

本
に
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

仲
町
公
民
館
の
建
て
か
え

計
画
の
そ
の
後
の
状
況
は

産

業

振

興

産

業

振

興

環
境
・
上
下
水

環
境
・
上
下
水

公

共

施

設

公

共

施

設

�
パ
ソ
コ
ン
で
求
人
情
報
を
検
索
（
こ
だ
い
ら
就
職
情
報
室
）

直売所で新鮮な農産物を

改修された中央公園グラウンド
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掲
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以

外

の

質

問

項
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【
環
境
・
上
下
水
】

多
摩
地
区
水
道
経
営
改
善
基
本

計
画
に
よ
っ
て
小
平
市
の
水
道

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か


